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	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


・１日目（９/3）
A,初級者コース　

①教育講演「SSTの基本理論」　　　福岡大学人文学部助教授　　皿田　洋子　先生　

＜１＞SSTとは・・・周囲との良い関係の中で生活できることを目的とする。その為には、相手からのメッセージを受け止め、状況を判断し、自分の気持ちを伝えていく能力が必要。その結果として相手から反応が返ってくることは、人間としての満足につながる。

○ＳＳＴとは（Mueserら）

（1） 対人状況における患者の技能の不足な点と過剰な点を評価すること

（2） ある特定の技能についての学習方法を提供すること（メンバー全員で話し合いながら）

（3） 社会的場面を模した中でのス治療者らによる技能のモデリングが行われること

（4） 患者に対して、練習している技能に焦点を当てた教示が行われること

（5） ある技能についての患者による実技リハーサルが行われること（頭ではなく、体で）

（6） 治療者やグループメンバーから対象者に対して正のフィードバック（誉める）と矯正的なフィードバックが与えられること

（7） リハーサルとフィードバックを繰り返すこと

（8） 般化を促すための宿題（練習を生かす場）が与えられること

＜２＞SSTの基礎理論

　・ストレス－脆弱性－対処技能モデル

危険因子－ストレッサー（主治医の交代、居室の移動など）・生物学的脆弱性

防御因子－薬物（適量の）・社会的支援（経済的、地域での受け皿、家族）・生活技能

　　○防御因子がしっかりしていなければ、良好な適応状態とならない。

・包括的リハビリテーション

　　　　機能障害：認知障害、精神症状（情報処理能力の低下により）の軽減

　　　　　→変化させるのではなく、変化するもの

　　　　能力障害：生活障害の改善

　　　　　→気持ちを形にする為SSTを用いる

　　　　社会的不利：社会支援の強化

　　　　　→地域の力をつける、家族支援

　・SST基盤となる理論(→認知行動療法、社会的学習理論)

認知療法～外界からの情報を正確にキャッチ(受信)、判断（処理）、記憶、利用(送信)していく情報処理過程がうまく機能するよう働きかける治療

行動療法～モデリング、強化（フィードバック）、行動形成などの技法を用いて適応的な行動が取れるようにする治療

社会的学習理論～観察学習、注意、保持、運動再生、動機づけの過程は、社会的行動の習得と変容をもたらす、という考え方

＜３＞基本訓練モデル（送信技能の練習）の流れ

1． 長期・短期目標の設定　　　　

2． ウォーミングアップ　　　

3． 3.SSTの目的を確認する　

4． 宿題の報告　　　

5． 練習することを決める　　　

6． 場面を作って１回目の練習　

7． 良いところをほめる　　　

8． チャレンジしてみる課題を決める　　　

9． 実際の場面で実行してみる　

１０．次回に結果を報告

＜４＞問題解決技能訓練（受信技能の練習）の流れ

　　何か困難な場面に出くわした時に、この順序に従って考えることができるようになる。

1． 何が問題かをはっきりさせる　　　

２．問題を解決する為の方法を考える　

３．それぞれについて長所・短所・を挙げる　　　

４．どの解決法が1番良いか選ぶ　

５．解決法をロールプレイで練習　　　

６．実生活で確認

＜５＞モジュール

　ビデオ・テキスト・ワークブックなどを使用する。服薬自己管理モジュール、病状自己管理モジュール、基本会話モジュール、余暇の過ごし方、地域再参加プログラム（地域で自立生活を送る為のポイントを、集中的に練習していく方法。長期入院患者の退院準備には非常に役立つ）などがある。

《考察》

SST研修の最初に行われたこの講演では、自分が普段行っているSSTに欠けている多くの、そして重要なポイントを学ぶことができた。まず、メンバーがSSTに参加する際の動機付けとなる目標設定は、決して職員側の押しつけになってはならず、職員がメンバーのことを考えているという姿勢が伝わることが大切である。メンバー1人1人の大きな長期目標に向かっていくつもの短期目標を設定し、SSTによりそれが達成されていく喜びは、SSTがより効果的に主体的に生かされることにつながるのだと思う。

また、練習課題の決定において、メンバー自身から課題が提示されることは少なく、職員が上手に働きかけ引き出していかなければならない。その為には、普段からメンバーの生活を観察・把握し、より具体的な質問に置き換えることが必要であり、その姿勢はSST以外の全ての援助に通じるものだと感じた。

②デモンストレーション　　　東邦大学医学部精神神経医学教室　　舳松　克代　先生

＜1＞ 基本訓練モデル　テーマ「バーゲンで、店員に話しかけられて困った」

＜2＞ 問題解決技能訓練　テーマ「退院できたのはいいが、幻聴があって困る」

リーダー：舳松先生　　　コリーダー：グループ別演習の講師

参加メンバー：講師、青森大学学生を含む10名

ポイント　・ウォーミングアップ―前頭葉をつかったものは、その後のSSTを効果的にする

　　　　　　（例：一文字戻りしりとり。「短期記憶」「抽出」に働きかける）

・リーダーが楽しんで行う

　　　　　・練習課題をシンプルな言葉で伝える（メンバー全員がイメージできるように説明する）

・スタッフが的外れな発言をすると、メンバーが発言しやすくなる

　　　　　・スタッフは発言者の近くに立ち、安心感を与える

　　　　　・意見が出ない場合は、「～の面ではどう？」などと、質問の工夫をする

　　　　　・問題解決技能訓練→デメリットの方が多いと考えられる案は、案が出された時点で上手に却下する。

　

《考察》

デモンストレーションにおいてセッションの一例を見る事ができ、リーダーを始め参加者が楽しく、生き生きとしていた。私が普段リーダーを務める時は、どうしても緊張で頭がいっぱいになってしまい、ぎこちない進行になってしまう。経験もあるかもしれないが、なるべくリーダー自身がセッションを楽しみ、また、課題設定・宿題設定・評価を通して、リーダーがメンバーの少しの変化でも感じられるよう在りたいと思う。そうすれば、その喜びとして違和感なく誉めることができ、喜びの表れとして」自然な拍手もできるようになるのだと感じた。

また、１人のメンバーから出された課題をメンバー全員が共有し、宿題を通して練習した事が実際に使えるようになる、いわゆる「般化」への流れを学ぶことができた。課題提起者だけが、問題を考え練習するのであれば、SSTの意味がない。メンバー1人1人が自身の課題として捉えることができるような説明の工夫や、メンバー間の相互作用が生かされた進行ができるような実践技術を学んでいきたい。

③グループ別演習（グループE　9人）　　北林病院　吉田みゆき　先生・厩橋病院　石関富美子　先生
＜1＞ SSTの基本理論－SSTとは何か、なぜSSTか？

○ロールプレイを使う（アクションプログラム）

○本人の行動上の長所と短所を、周囲との相互作用の中で見定める

○特に必要なのは、スタッフの良いチームワークによるメンバーのアセスメント・適切な練習課題の為の生活情報・SSTグループ以外でのメンバーに対する正のフィードバック

○問題に焦点を当てるのではなく、希望に焦点を当てる

＜２＞SSTの実際

　Ⅰ．導入準備作業→１．SSTの勉強(文献・研修会など)

２．SSTの実際を見学

３．施設内でのチーム作り、サポートネットワーク

４．構造を決め、メンバーを選出する

⇒演習：SSTの説明をし、参加の同意を得る練習（自分の立場を明らかにし、信用できると思ってもらう必要がある。「見学だけでもいいですから・・・」「～さんも来てるよ」などの声かけ）

５．記録用紙や道具を用意する

６．スタッフによるセッションの練習

＜３＞セッションの展開（基本訓練モデル－送信技能の練習）

演習：ほめる練習

　　　　　自分が、今楽しみにしていることを１つ発表し、他の人は発言者の良かった点をほめる。

演習：セッションの開始部分を実際に練習する→１．はじめのあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．新しい参加者・見学者の紹介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．SSTの目的とルールを確認し合う（何の為に行うかをメンバー・スタッフ間で確認する）

Ⅱ．目標について

長期目標・・・「3ヶ月後、自分はこうなっていたい」というもの（月単位～年単位）

◎短期目標・・・長期目標を達成する為に、何回か練習すればできるようになるもの

◎練習課題・・・短期目標を具体化し、毎回のセッションで設定する課題

1． 実的で、自分でやってできそうなこと

2． 肯定的で、建設的な行動であること

3． 長期、短期目標をふまえていること

4． 自分で選んだ課題であること、スタッフが提案する場合は同意を得ること

5． 日常生活で使う頻度の高いこと

6． 具体的で、練習のポイント(獲得目標)がはっきりしていること

7． それを実行することで、良い結果を生みそうであること

○いずれもメンバーが主体となり、自分の考えで設定することが重要

Ⅲ．問題解決技能訓練法

（ステップ１）立ち止まって考える

（ステップ２）何が問題なのかをはっきりさせる

（ステップ３）問題解決の為の方法をなるべくたくさん挙げる

（ステップ４）それぞれの案について、実行できるか、問題が解決するか、長所と短所は何かを考える

（ステップ５）その解決策にするかを決めて、実行の計画を立てる

（ステップ６）その解決策を実行する為に必要な社会資源を考える

（ステップ７）日時を決めて、実行

演習：シナリオロールプレー

　　　　L,C,メンバー（５人）役を決め、あらかじめ用意されたシナリオに基づいて進める。基本的訓練モデルの流れに沿っての進行。正のフィードバックが非常に重要。また、SSTの流れを体験的に理解でする為に、効果的であると考えられる。

演習：障害者職業センターでのSST場面を用い、その進行方法について学ぶ。私がリーダーを務める。

＜課題＞Aさん「残業したくないが、そのことを上司に言えなくて困っている」

・「メンバー内で、同じようなことで困っている人はいますか？もしくはどのように解決しましたか？」　

→主治医・職業カウンセラーに相談、我慢して働く、理由をつけて断る、など。　　　　　　　

　↓

・出された意見から、Aさんに自分で参考にできそうな案を選んでもらう

　　　　　　　　　　　　↓

・ロールプレイを行う　Aさん・主治医役Bさん“主治医に相談する”

　　ポイント人、場所、行動、必要な登場人物を本人に選んでもらう

　　　　　　　　　　　　↓

・良かった点をほめる。必要があれば改善点を出してもらう。

ポイントリーダーではなく、本人に向かって話す。

　　　　　　　　　　　　↓

・宿題を提示

　　ポイントいつ、どこで行うかを決める

　　

《考察》

　1日目の演習では、SSTの流れを体験的に学んだのはもちろんのこと、SSTの導入部分についてもふれることが多かった。その際SSTの目的（何の為に行うのか）、メンバーに確認しながら行うことが重要であることを感じた。何を目指してこの場にいるのかをメンバー1人１人が認識しなければ、当然目的意識はうすくなり、「何となく」といった姿勢で参加するメンバーが現われることになる。そのようなことをなくす為にも、メンバーへのアセスメント、目標の設定などが行われていなければいけないし、その力量もスタッフには問われているのだと考える。

　また、実際に自分がリーダーをつとめてみて、ロールプレイの場面作り（人、場所、行動）は練習課題提起者である本人に選んでもらうことが、主体的にSSTを進める上で大切であること、メンバーからの正のフィードバックは、ロールプレイを行った本人に伝わらなければ意味がないことなどを再認識した。自分の行うSSTを振り返ってみると、メンバーがリーダーに発言する場面が多い。リーダーは、リーダーに向きがちな視線や発言を、メンバー本人に向けるような働きかけが必要であることを改善点として感じた。










